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シシャモの河川遡上開始日を予測する新手法について 

〇 シシャモの生活史 

サケ目キュウリウオ科のシシャモ（Spirinchus 

lanceolatus）は北海道太平洋沿岸域にのみ分布

する固有種で、晩秋～初冬の風物詩である「しし

ゃもすだれ干し」は有名な特産品です。 

シシャモは 4～5 月頃に河川で孵化し、仔魚は

直ちに河口域へ流下します。その後、沿岸域で成

長して、大部分の個体は 1 年半で性成熟し、10

～11 月頃に河川へ遡上して産卵します（図 1）。 

 

〇 シシャモの漁業と河川遡上開始予測日の役割 

シシャモは、主に「ししゃもこぎ網」という知事許可漁業である小型機船底びき網漁業で漁獲されま

す。当漁法では産卵期に河口域へ集まってくる親魚を漁獲します。そのため、河川に遡上して産卵する

親魚が少なくなりすぎないように、漁業者は様々な取り組みを実施しています。 

その一つとして、栽培水産試験場の発表する河川遡上開始予測日（以下、予測日）を参考に、漁業者

が任意の終漁日を自主的に決定し、一定数以上の産卵親魚を河川に遡上させる取り組みが行われてきま

した。 

この取り組みを強化し、栽培水産試験場の発表する予測日を以って終漁することを、漁業者を中心に

構成される「えりも以西海域ししゃも漁業振興協議会」で 2018 年に試行し、2019 年に決定しまし

た。予測日が終漁日に直結するため、従来よりも精度の高い予測手法の開発が求められています。 

 

〇 今までの予測手法とその問題点 

シシャモは、産卵が近づくと生殖腺（卵巣）

が急速に増大し、道南太平洋域では生殖腺重量

が体重の 18～25％程度に達すると河川へ遡

上を開始します。   

栽培水産試験場では、むかわ町沖および日高

町富浜沖で漁獲されたシシャモの雌を数日おき

に 100 尾測定して、GSI（GSI：生殖腺重量指

数=生殖腺重量×100÷体重) をモニタリング

しています。そして、GSI の経日的な上昇によ

く当てはまる単回帰式を求め、GSI が 22、す

なわち生殖腺重量が体重の 22％に達する日を

予測日としてきました（以下、GSI22 法。図 2）。  

しかし、過去の遡上開始時期の GSI を整理したところ、実際には年ごとに異なる GSI で遡上してい

たと推測されました（図 3）。 

 

図 1 シシャモの生活史の概略 
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図 2 2020 年に予測日の発表に用いた「GSI22

法」 



 

〇 新しい予測手法 

「GSI22 法」では、遡上時開始時期の GSI を

22 と固定するため、GSI の年変動に対応できま

せん。そこで、年ごとに遡上開始時期の GSI を推

定できないかと考え、様々な環境データと GSI の

関係を分析しました。その結果、8～10 月の平均

海面水温と GSI に強い相関が見られ（図 4）、式

①が得られました。 

新しい予測手法とは、遡上開始時期の雌の GSI

を 22 に固定するのではなく、毎年、水温から推

定し、その推定 GSI 値に達する日を予測日とする

方法です（以下、GSI 推定法。図 5）。 

 

〇 「GSI22 法」と「GSI 推定法」の予測日 

鵡川河川内のフクベ網（小型定置網）で 1 日に 100 尾

以上のシシャモが確認された日を「河川遡上開始日」にす

ることが、2018 年に定義されました。 

2018 年以降について、「GSI22 法」および「GSI 推定

法」による予測日と「河川遡上開始日」を比較したところ、

いずれの年でも「GSI 推定法」の予測日が「河川遡上開始

日」によく当てはまりました（表 1）。「GSI 推定法」によ

る予測は GSI の年変動に対応しているだけでなく、実用

性にも優れた手法と考えられます。 

栽培水産試験場では、今後も「GSI 推定法」の実用性を確かめていくとともに、様々なデータの収集

および分析を継続し、より良い予測手法の開発を目指して研究を進めていきます。 

 
図 3 遡上開始時期にししゃもこぎ網標本で得た各 

年の雌平均 GSI. 2013 年のデータは欠測.  

多くの年で GSI は 22 より小さい. 

 

図 5 2020 年のデータに「GSI 推定法」を適用 

した. GSI が 19.6 に達する日が予測日. 

図 4 遡上開始時期にししゃもこぎ網標本で得た各 

     年の雌平均 GSI と 8～10 月の沿岸域の平均 

海面水温（気象庁の胆振中・東部沿岸水温デ 

ータ）. 2013 年のデータは欠測. 

表 1 2018～2020 年の予測日および

「河川遡上開始日」. 

 

年
GSI推定法

予測日
GSI22法
予測日

河川遡上
開始日

2018 11月6日 11月7日 11月5日

2019 11月8日 11月10日 11月8日

2020 11月9日 11月13日 11月9日

（２０２１年６月１８日 北海道立総合研究機構 栽培水産試験場 調査研究部 

 安宅淳樹・ 吉田秀嗣） 

推定 GSI 値 ＝ exp( 係数 × (8～10 月の沿岸域の平均海面水温)  + 切片 ) … ① 


